
みんなの願いは窓口無料 福祉医療給付制度の改善を進める会 

ニュース１２－２ １２年７月１３日    事務局：長野県社保協内 

６月県議会 団体請願を「継続審査」に！ 

賛同団体３９３団体で請願（のち＋５団体）

進める会加盟の各団体が協力し合って、「医療費の窓口無料

化」を求める団体請願は、３９３団体の賛同で６月県議会に提

出しました。請願は、担当の委員会である健康福祉委員会で審

議されました。審議に先立って「会」の代表による意見陳述が

行われました。原副会長が請願の趣旨説明を行い、長野中央病

院小児科の番場医師から小児医療分野における窓口無料化の

必要性・重要性について事例をもとに説明がされました。 

県議会健康福祉委員会で番場小児科医師（長野中央病院）意見陳述 

委員会での審査では、県健康福祉部の担当課長が議員の質問に答えるかたちで「無料化になっ

た場合の財政負担」が３０数億円となることを強調し、「慎重に判断せざる」を得ないと答弁し

ました。また、質問した同議員は、「（県と「会」との）議論が平行線のまま」であるとして県当

局が「会」を「説得する」よう求める場面もありました。こうして委員会では、窓口無料の必要

性・重要性については、ほとんど審議されることなく請願は「継続審査」となりました。県議会

最終日の本会議で「継続審査」が正式に決定されました。 

「医療費窓口無料化を求める県民シンポ」の成功を
９月１６日（日）１３：００～１６：００  松本勤労者福祉センター１階ホール 

７月６日「進める会」の役員会を開き、県議会の状況を

踏まえ、今後の活動方針を決ました。 

①当事者の「叫び」「訴え」を大きくして、それを支援する

「輪」を広げ、県民世論の高揚を図る。 

②長野県医師会・歯科医師会の賛同を得るために、各地

区段階での要請活動を強化する。 

 そのために、①著名人等の賛同アピールを募る。②マス

コミ対策を強める。③県当局（健康福祉部）との懇談を行

う。④窓口無料化のための「資料集」等を発行する。⑤窓

口無料化を求める「県民シンポ」を開催し、成功させる。 

 シンポ開催の成功めざし、活動を強めましょう。 

↑「長野県保険医新聞」より 


